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新型コロナウイルスの感染者数が東京などで増加に転じ、「リバウンド」への警戒感が高まっています。ただ「まん延防止等重点措置」が解除されたこともあり、出社機会が増えているという方も多いのではないでしょうか。首都圏では新規路線や乗り入れの計画が動き出しています。ビジネス拠点や通勤などを検討する際、狙い目となる場所はどこでしょうか。首都圏の新規路線などについて、参考になる記事を選びました。（内容や肩書などは掲載当時のものです）

「ビジネス・クリップ」は日々の記事の中から、ビジネスに役立つ実践的で、よく読まれた記事を集めたコンテンツです。保存して後から読んでも、取引先に行く前に斜め読みしても。あなたのビジネススキルの向上にお役立てください。
新横浜線、23年3月に開業

関東大手私鉄の東急電鉄と相模鉄道を結ぶ新線が2023年(令和5年)3月に開業します。東急の新線は東急新横浜線という名称で、新横浜駅と東横線日吉駅との間5.8キロメートルを結びます。新駅を含む沿線開発は熱を帯びています。相互乗り入れの詳細を探りました。

・東急・相鉄が新横浜で23年春直結 相互乗り入れの裏側（上）
・相鉄･東急が23年春直結 相互乗り入れの裏側(下)

・「新横浜線」、まちに活力 新鉄道網開業へ周辺開発進む

地下鉄有楽町線、南北線延伸へ

東京都内では地下鉄の新たな路線を建設する計画が動き出しました。政府と東京都は地下鉄有楽町線と南北線の延伸に向けて、2022年度に環境影響評価に着手する方針を固めました。2030年以降の開業を目指します。実現すれば、都心と臨海部などのアクセスが向上し、首都圏の国際競争力の向上が期待できます。

・東京メトロ有楽町線・南北線延伸へ 22年度から影響調査
・動き出した東京の鉄道新路線構想 「臨海」に成長託す

・都内地下鉄3区間整備へ 臨海部・羽田のアクセス改善

ダイヤ改正で細る郊外の足

一方、郊外ではダイヤ改正で直通運転を取りやめた路線も出ています。新型コロナ後の鉄道利用はコロナ前には戻らないことを前提に、利用実態に即した運行形態の見直しが目立っています。運賃を引き上げる動きも広がってきました。

・JR東日本、直通運転取りやめ ダイヤ改正で細る郊外の足
・JR東日本、山手線など運賃10円値上げ 23年3月から

・東京メトロ、運賃10円程度値上げ 23年春から28年ぶり

・地下鉄大江戸線、24年度から静かに？ 新型車導入で




